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研究成果の概要（和文）：本研究は、十八世紀フランスの先鋭的な思想家たちの特にフィクショ

ン作品群の形式と内容の相関関係を検証することに努めた。その結果、主に、(1)モンテスキュ

ーの書簡集小説『ペルシア人の手紙』が、書簡、翻訳、寓話、風刺などの文学的な仕掛けを介

して表現しようとする専制批判の思想、(2)ディドロの小説群が、語り、筋、対話、比喩などの

文学的な仕掛けを介して語ろうとする人間存在の限界の認識、を解明することができた。 

 

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to explore relationship between the form and the 

content of the fictions written by radical French philosophers in the eighteenth century. In the result, two 

points were especially clarified: (1) literary mechanisms of Lettres persanes, such as letters, translations, 

allegories, and satires, by which Montesquieu represents his critical attitudes toward the despotism, and 

(2) literary mechanisms of Diderot’s novels, such as narratives, plots, dialogues, and figures, by which 

he represents the idea of “the limitations of the human beings.” 
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１．研究開始当初の背景 

 

本研究は、これまで「啓蒙の世紀」という安
直な呼称のもとで一括されてきた十八世紀
フランス文化史の多様性・複雑性を根底から
検証しなおす試みとして開始された。その際、
思想内容のみを抽出して整理する思想史の

方法も、自律的ジャンルとしての文学を前提
とすることで成立する文学作品の解釈手法
もともに廃棄し、むしろ文学的諸形式を介し
て思想を語ろうとする十八世紀フランス特
有の方法にこそ注目することにした。この研
究の出発点の背後には、(1)なぜ、いかにして、
文学的形式を介して思想を語るのか？、(2)
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文学的形式を介してしか語りえない思想が
あるとすれば、それはいかなるものなのか？、
(3)文学的形式が思想内容にもたらす美学
的・イデオロギー的効果とはいかなるもの
か？、(4)文学的形式そのものに一種の思想
性・メッセージ性があるとすれば、それはど
のようなものか？、という四つの問いが控え
ていた。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究は、十八世紀フランスの先鋭的な思
想家たち（モンテスキュー、ヴォルテール、
ルソー、ディドロ）が、神学的宇宙観・人間
観の崩壊によって生じた深刻な思想的危機
を乗り越えるために、さまざまな文学的形式
を介してみずからの思想を表現するという
画期的な方法を創出したことを跡づけ、再評
価することを第一の目的とした。また、この
検証作業を通じて、十八世紀フランス文化の
根源的な特異性を明らかにし、いまだに根強
く残るこの時代への思想史的・文学史的偏見
を一掃するとともに、「思想史と文学史の総
合」という人文科学の普遍的な課題にひとつ
の道筋を切り開くことを第二の目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、十八世紀フランスの思想家たち
のフィクション作品における言説編成の仕
掛けとその美学的・イデオロギー的効果を検
証するという方法をとった。具体的に言えば、
本研究は、以下の二つの方法に基づくもので
あった。(1)フィクション作品群におけるメタ
言説的・自己解説的な言表の分析を通して、
言説編成の仕掛けを解明する。(2)この言説編
成の仕掛けに基づいて組織される修辞技法、
詩的想像力、物語の構造、文学ジャンルの設
定（演劇、対話、寓話、書簡、風刺、断片、
小説）などが、作品の思想内容そのものにど
のような仕方で、いかなる変容を迫っている
のかを解明する。 

 
４．研究成果 
 

 本研究はこれまで、(1)モンテスキューの書
簡小説『ペルシア人の手紙』における政治思
想（専制批判）と文学的仕掛け（書簡集、翻
訳、寓話、風刺）の相関関係、(2)ディドロの
小説作品群における思想（人間の理性の限界
の認識）と文学的仕掛け（語り、筋、比喩、
描写）の相関関係、(3)寛容思想の系譜におけ
るヴォルテールの位置づけ、とりわけ演劇的
な構造を介して寛容思想を語る彼の主著『寛
容論』の思想史的な位置づけ、の三点につい
て、検証作業を進めてきた。 

 上記の(1)に関連する具体的な成果として

は、雑誌論文⑥、⑪、⑬、⑭を挙げることが
できる。とりわけ雑誌論文⑬は、さまざまな
文学的な仕掛けを介して、専制批判の思想を
重層的に発信しようとするモンテスキュー
の思想的・文学的な方法の解明に成功したも
のである。 
 上記の(2)に関連する具体的な成果として
は、雑誌論文⑦、および図書①を挙げること
ができる。とりわけ図書①は、作品のマクロ
な次元からミクロな次元にいたるまで多様
な文学的形式・表現を介して、人間の理性の
限界の認識を提示しようとするディドロの
思想的・文学的な方法を徹底的に解明したも
のである。この書物は、ディドロの小説に関
する日本初の研究成果であり、第 27 回渋沢・
クローデル賞特別賞（2010 年）を受賞するな
ど、社会的にも高い評価を受けた。 

 上記の(3)に関連する具体的な成果として
は、17 世紀から現代にいたるまでのヨーロッ
パを中心とする寛容思想の系譜について検
証した雑誌論文⑨を挙げることができる。こ
の寛容思想の系譜のなかで、ヴォルテール
『寛容論』独自の思想的・文学的な方法がど
のような位置を占めるのかについては、検証
作業を進めている最中である。 

 このほかに、(1)ディドロの「思想とその表
現方法」に関する最も重要な先行研究（ハー
バート・ディークマン『ディドロに関する五
つの講義』Herbert Dieckmann, Cinq Leçons sur 

Diderot, Genève, Droz et Minard, 1959. 所収の
二論文）の翻訳と解題、(2)ディドロの『自然
の解明に関する断想』における科学思想と文
学的形式の相関関係に関する研究、の二つを
進めている。前者は 2013 年度中の刊行を予
定しており、後者は『思想』（岩波書店）に
おいて全 5 回連載中の第一回目がすでに発表
されている（雑誌論文①を参照）。 

 なお、本研究を開始して以来、モンテスキ
ューとヴォルテールに関する基本文献（全集、
研究書）を収集することができた。 
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